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収益の状況
業界の景況

情報連絡員報告（平成29年5月）

2017年5月（前年同月比）
情報連絡員報告を中心とした

県内各業界別の動向

食品団地
5月はゴールデンウィークが好天に恵まれ、県内外ともに商況
は活発となり順調に推移しました。繁忙期のアルバイト雇用
や短期雇用は非常に採用が困難となり、今後特に製造部
門での人員確保や新規雇用の難しさが表面化しております。

機械団地
団地内の業況は、業種間でバラツキがあるもの
の、総じて横ばいから少し低下ぎみで推移してい
る。各社とも従業員や熟練技術者の確保に苦慮
している。

酒類製造
県外は増加が続いている。輸出も微増ながら右肩
上がりの状態。

刃物製造
本年度になり受注も若干弱くなっている。

水産食料品製造
どこが悪いというのではなく、全体的に売上が低下し
ている。原魚の漁が悪く価格が高値安定の状況で、
売上が悪い状況の中、価格転嫁が出来ないため、
収益もますます悪化の状況。

船舶製造
高い操業度で推移している。

珊瑚装飾品製造
5月度製品会取引高は、前年度同月比126％であっ
た。小売りの売り上げは低迷、原木は未だ高値が続
いている。

木製品素材生産
5月はスギ、ヒノキ共に量は1割程度減。価格はスギ、
ヒノキ共に横ばいの状況である。

卸団地
景気回復は感じられない。既存店の売上が下がって
いる中、従業員の確保に苦労している企業が多い。
対策として配送の一部外部委託や工場の稼働日数
減を行っている。

製材
全般に活発な状況はみられず、現状維持の状態で
はあるが原木の不足、高騰の情報がある。

青果卸売
扱い高は4月と比べて微増だが収益面では曇り。各社
によってばらつきがある。

製紙
生産、出荷順調であるが夏場に向かい出荷は少なく
なっている。

生鮮魚介卸売
マグロの入荷は近海の入船があまりありませんでした。
それとともに輸入物の入荷も少なかったです。カツオは
高値で推移。小魚の入荷少ないです。

印刷
前月に引き続き官公需及び県内一般印刷は低調。
県外需要は一部に好調部分も見られるが全般的に
昨年並みか。昨年の参議院選挙がらみの特需の影
響もあり前年割れと厳しい結果となった。

各種小売（土佐市）
5月は全体的に売上が伸びていた。少しでも売上増
加の月が多くなっていってほしい。

コンクリート製品
出荷数量は前年同月比132.6％。市況は、徐々に
改善されつつある。

生コンクリート製造
出荷数量は前年同月比117％。高知市地区の市況
は徐々に改善されつつある。

ガソリンスタンド
原油価格はOPEC総会後に急落したが、下げ進む
には至らず4月と同水準に落ち着いた。全国のガソリ
ン小売価格は若干の下降はあったが、本県の石油
製品市場は変動なく5月は安定市況であった。

旅館・ホテル
宿泊稼働率は維新博の効果とともに食を求めての
観光客やインバウンドにより前年を上回り効果が出
ている。繁忙になることはありがたい反面、人手不
足感はますます解消されず深刻である。

電気機械器具小売
5月度はほぼ前年並みでエアコンが好調、太陽光発
電システムは大変厳しい。

飲食店
業況については特段の変化は無い。組合で会報誌
（年2回発行）の創刊に向けて現在準備中で、員外
店舗にも配布して業界の活性化に繋げたいと考え
ている。

中古自動車小売
低調のままの推移。軽四市場もあまり伸びておらず、
相変わらずの市場状況です。

旅行業
組合クーポン売上は前年同月対比110％、全旅ク
ーポンを加味して119％。3、4月の売上が前年割れ
だった為、5月で若干取り返せた感があるが、未だ総
売上げは前年を下回っている。

商店街（高知市）
中央公園地下駐車場利用状況は前年比売上73.1％、
利用台数108.7％。中心街での免税売上げは、4月・5月
の累計で前年比159.5％となっており、外国客船の入
港日以外でも多くの外国人観光客が見受けられた。

商店街（安芸市）
特に業況に変化はみられない。

一般土木建築工事
平成29年5月分の公共用土木生コン出荷量は、前
年比112.7%、前年同月比126.8%の実績。防波
堤工事や東部自動車道、幡多路の高速道路の延
伸など大型工事は継続している。

商店街（四万十市）
ゴールデンウィークは例年同様、県外客の流入が一定あ
り、5月3日の公家行列は三山ひろしをゲストに迎え例年
以上の観客があった。月後半は夏を思わせる日が続き、飲
料や氷菓系の需要が増えたのではないかと思われる。

電気工事
組合員の施工する電力引込線関連の工事量は＋
2%の前年同月比102%となった。水準は低いが今
後の増加を期待したい。

タクシー
実働1日1車当りの前年同月比営業収入：101.4％、
輸送回数：101.3％。当月の実働率は68.4％。

一般貨物自動車運送
組合実績は高速道路利用を中心に微増。燃料価格
は若干値下げになったが、6月以降は値上げに転じる
とみられ、注意していく必要がある。今期もドライバー
不足が課題ではあるが、打開策はみつからないまま。
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